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センターの概要 

 

◆大和市民活動センターは『大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例』に謳われた「新しい公共」

を創造し、大和市における社会資源の充実を図るための「協働の拠点」として 2004年 11月に設置され、

10年を迎えました。 

 あらゆる分野の市民活動を推進し、市民活動団体が出会い・つながり、共に育つ“共育
ともいく

”する場を提

供しています。 

 

     新しい公共とは、行政だけで公共を担うのではなく、市民・市民団体・事業者・ 

     行政など、地域に関わるすべての人の知恵や力を出し合いながら、地域の公共的 

     課題を発見し、解決して行こうという考え方です。 

 

 

 

 

 

 

 

◆大和市民活動センターは大和市と市民活動団体［拠点やまと］による、協働事業として運営していま

す。市民活動団体が、出会い・つながるために［拠点やまと］は市民の息づかいをとらえるアンテナの

役割を果たします。市民と行政の専門性を出し合って課題解決に臨めば、未来を生み出す社会資源“市

民の力”を充分に引出すことが可能になります。 

 「協働の拠点」となる大和市民活動センターが、まさに協働によって運営されていることに大きな意

味があります。 

 

◆11 月 22 日(土)に 10 周年記念交流会「 課題は未来につながる ～これからの 10 年を考える～ 」を

開催し、市民活動団体の課題をまとめました。人材不足、世代交代、PR不足、資金調達に悩み、地域・

企業との連携を望んでいることがわかり、今後の事業を展開していく上での指針となりました。 

 

◆運営の変遷 

☆2004年 11月～2008年 3月  

協働事業 運営主体：協働の拠点運営委員会 

            大和市協働推進会議委員、協働の拠点準備会委員、 公募市民によって構成。 

                      広報部会、相談部会、交流部会、研修部会を設け運営に取り組みました。 

☆2008年 4月～2009年 3月  

  補助金事業 交付団体：拠点やまと  

☆2009年 4月～現在  

  協働事業 運営主体：拠点やまと 

 

協働の拠点運営委員有志と事務局スタッフ

有志で 2008 年に設立した［拠点やまと］は

市民活動を推進し、市民活動団体を支援する

市民活動団体です。 
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◆事業 10年の実績  

①市民活動に関する交流と共育の推進 

・ティーパーティ（2005・2006年度）１８回開催 

・おしゃべりラウンジ・パルス（2007年度）８回開催 

・キャンドルナイトラウンジ（2007年度）５回開催 

・登録団体交流会 ５回開催 

・市民活動団体交流会“カッコーフェスタ” ９回開催 

・やまと国際交流フェスティバル（2009～2014年）５回参加 

 

②市民活動に関する情報の収集及び提供        

 ・広報紙「あの手この手」９２号発行 

 ・ニュースレター１２２回配信 

 ・H.P.の維持管理 

・マスメディアの活用 

 FMやまと「やまとっこ☆みつけた」 

2007年 12月から２３４回放送 

 

④市民活動及び協働事業に関する相談や研修 

・相談（随時） 

・共育セミナー６５回実施 

 ・大和市民活動センター・フォーラム 2006年 11月 4日（土）実施 

  ～見つけよう 地域課題 創ろう 新しいコミュニティ～ 

  基調講演：ＮＰＯフュージョン長池理事長 富永一夫氏 

 

⑤市民活動促進のための施設及び設備の提供 

 

 

 

 

◆［拠点やまと］は、「新しい公共」に参加する意思をもって参画し、センター管理運営事業に関わっ

ています。勤務外での［拠点やまと］メンバーの事業活動は、すべてボランティアで行われています。

これらボランティアにより、無償で提供された労力や時間などをインカインドとして集計し、活動の拡

がりを表す方法として、目に見える形でまとめています。 

≪2008年 4月からの実績≫  総時間数 11,785.5時間 約 10,450,000円 

（神奈川県最低賃金時給 887円で算出） 

 

◆2014年度［拠点やまと］メンバー 

  関根 孝子（会長）  石川美恵子（副会長） 

  望月 則男（会計）  櫻井 貞代 

櫻井美紀子      中山みゆき 

廣瀬 康代      小林 仁（監事） 

来館者数 登録団体数 会議室利用件数 多目的ルーム利用件数 印刷機利用件数 

103,063人 263団体 4,633件 894件 4,559件 

③社会資源の創出及び発信 

・ボランティア活動コーディネート随時 

・夏の子ども交流週間 2009年実施 

・子ども交流クリスマス会  

（2009年～2014年）６回実施 

 ・夏休み中・高校生ボランティア体験 

「このゆびとまれっ！」   

2010年夏から５回実施 
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「協働」はジグザグで進化して行く 

 

「新しい公共」そして「協働」という言葉は「大和市

新しい公共を創造する市民活動推進条例」のシンボ

ルワードだと言っていいだろう。 

大和市のこの「条例」が施行されたのが平成 14 年

（2002 年）。今年は平成 26 年（2014 年）、ともかく 12

年間という年月を経た。 

この「条例」の 私にはどこかポエティックなリズム

をもつ「前文」を読み直すたびに、そう世間っていう

やつは甘くないよと思いつつ、ちゃんと社会の発展、

人の動きを見据えていると思い直す。 

・「前文」の一部を引用します。 

＜行政に担われていた「公共」に、市民や市民団

体、そして事業者も参加する時代が来ています。

「私」を大切にするために様々な選択肢があることが

普通のことになってきました。このように、多様な価値

観に基づいて創出され、共に担う「公共」を、私たち

は「新しい公共」と呼びます。＞ 

 

考えてみると、昔から「公共」という姿は確かにあっ

たように思う。「結（ゆい）」とか「座」とか。そこのルー

ルが世間とか社会を支えてきた。いさかいや対立が

あると、両者の長老が一晩中でも熟議し、決まったこ

とを下ろすということもあった。そうして地域の「公共」

は保たれてきた。 

この世間（＝社会）は「市民や市民団体、そして事

業者も参加」してこそ「公共がささえられていくのだと 

いう思いは、例えば東日本大震災の復興の街づくり

の進行過程で、私たちはたくさん見てきている。 

 

情報や財源が「官」（＝行政）に集中する過程で「公

共」までいっしょに「官」に集中してきてしまったこれま

での歴史過程。けれども本来「公共」の担い手の主

人公は「民」にあることをさまざまなシーンで確かめら

れることが多くなった。 

 

「官」と「民」。それぞれの得意技を提出する「協働」と

いう関係。大和市民活動センターはその「協働の拠

点」であると「条例」の第 9条に位置付けられている。 

この「10周年」の折り込みはその「協働」に「センタ

ー」が果たしてきた役割の検証を次号から記していく

ということになるのだと思います。 

元協働の拠点運営委員会 

        会長 小杉皓男 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 

 

発行・大和市民活動センター「10 年の歩み」  第１号 2014 年 4 月 1 日発行 

＜協働事業＞ 

「タウンニュース大和版」2004 年 11 月 12 日号より 
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   「ひらこう みんなの力  集まる みんなの手」 

～これでわかる「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例～ 

 

        

 

これは、大和市協働推進会議・協働を伝えようプロジェクトが 2006 年 4 月に発行した冊子の 

タイトルです。 ●「新しい公共」とは ●「市民活動」とは ●「社会資源」とは ●「協働」とは   

●「協働の拠点」とは、の５つの項目からなり、あの手この手で問題解決する、大和市流の

「新しい公共」という挑戦です。と書かれています。 

「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に

基づいて設置された市民活動センターは、行政との協

働事業で運営しています。 

協働の拠点運営委員会が発足したのが 10年前。 

 

準備段階から関わってきた人、公募による委員、市職

員からなる委員会でした。 

事務局長として関わった間瀬富隆さんに、当時を振り

返って感想を寄せていただきました。 

務など全てをこなす必要があり、 

スタッフ全員の資質向上が急務 

と考え、内部での勉強会開催や、 

近隣センターでの短期間の 

実習を実施した。 

協働事業のパートナーである市民活動課とは緊密な

連携のもと、業務上のアドバイスや、必要に応じて人的

サポートを受けることもあった。  

広報活動としては、広報紙「あの手この手」を発行。

「FM やまと」出演、新聞社・ミニコミ紙などのマスコミの

活用は現在も続いている。 

  2006 年に市民活動団体の活動を多くの市民にＰＲ

するための「カッコーフェスタ」をスタートさせ、センター

の大きなイベントとして定着している。 

2008 年 3 月まで約 3 年半に亘って続いた協働事

業としてのセンターは、大和市の協働事業検証のた

め一旦休止し、補助金事業として再出発することに

なった。公募による審査を受けて、運営委員の有志

とスタッフの有志で立ち上げた「拠点やまと」が補

助金交付団体として１年間運営にあたった。2009

年度、協働事業が再開し、現在に至っている。 

 

2004 年 4 月、市民活動センターの開設を目指して、

市民の自由参加による「協働の拠点準備会」が立ち上

がり、私もその仲間に加わった。 

青少年相談所として使われ、その後、倉庫になって

いた現在の建物は、建物全体のクリーニング、ペンキの

塗り替え、床の張り替えなど、全て市民のボランティア

活動で現在の姿へと変身した。 

準備会活動の中で、委員は他市のセンター見学や

関連の講習会に参加して、積極的に知識吸収に努め

た。 

協働の拠点運営委員会は、準備会メンバーの中か

ら、小杉さんが会長に、私が事務局長に、事務局スタッ

フは公募者の中からそれぞれ選任された。運営委員は

準備会メンバー及び一般公募によって選任された。 

10 月 31 日、市長他関係者を招いてオープニングセ

レモニーが行われ、11 月 1 日より正式に運営委員会と

大和市との協働事業がスタートした。 

運営委員・スタッフ共に市民活動支援業務に関して

は初体験であり、手さぐり状態の毎日だった。 

スタッフの勤務は午前・午後それぞれ一人で対応す

る方式でスタートしたが、これには問題が発生。後に 2

人体制に変更した。少人数で来館者の対応、管理業 

 

 

大和市民活動センターの黎明期 

協働の拠点運営委員会  事務局長 間瀬富隆 

大和市「市民活動推進補助金事業」と「協働事業」提案件数 

現在は柳橋 1 丁目自治会の 

副会長として活躍中。 

＊2007 年は協働事業検証のため、提案 

募集はありませんでした。 

市民活動推進補助金事業 

4 



 

 

  

大和市民活動センター開設 10 周年おめでとう

ございます。 

私共のクラブは 1968 年（昭和 43 年）創立、映

像制作を趣味とする者の集まりです。8 ミリフィ

ルム映像から始まり、ビデオテープを経て現在は

ハイビジョン映像を楽しんでおります。会員は

23 名(内地方会員 3 名)、女性会員は 4 名です。毎

月第 2 土曜日に勉強会、第 4 土曜日に月例会を市

民活動センター（以下センター）で行っております。 
 
 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  

 

 

 

 
 
 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  
 

 センターは 2007 年 11 月の例会から使わせて

頂いております。これまでは生涯学習センターで

例会を行ってきました。私どもの会員は高齢の方

が多く、駅から近いセンターは大変便利です。主

な行事として毎年秋に「映像まつり」と称して会

員制作のビデオ映像を一般公開でご覧頂く映写

会を生涯学習センターホールで開催しておりま

す。昨年は 20 本の作品を上映、台風襲来と言う

悪天候ながら 300 名を越す方々に鑑賞して頂き

ました。 

 センターを使わせて頂くようになり、他の団体

との交流も盛んになり、撮影と DVD 制作や上映

会のお手伝いなどをさせて頂いております。例え

ば演劇やまと塾さんの公演、大和商工会議所 20

周年記念行事、湘南軽音楽フェスティバル、ファ

ッションショーの撮影、「じんじん」上映会の支

援、オカリナ演奏会の撮影と上映、地域コーラス

発表会の記録等々私たちでお役に立てるのであ

ればとお手伝いさせて頂いております。 （これは

会が窓口になっておりますが、会員有志の個人的活動で、

会としての活動ではありません。） 

 このほか会員相互の親睦を図る撮影旅行や、友

好クラブの上映会参加、コンテストへの応募など

を行っております。お陰様で当クラブから毎年の

ようにコンテスト入賞者が出ております。 

 昨今はビデオカメラもハイビジョンカメラが

主流となり価格もどんどん安くなっており手軽

に楽しめるようになりました。幼稚園や小学校の

運動会をのぞいて見ますとたくさんのご父兄が

ビデオカメラを構え可愛いお子さんの姿を撮っ

ておられます。しかしその映像を編集したり、タ

イトルをつけたりして保存される方はほとんど

居りません。私たちも最初の動機はホームムービ

ーから始められた方がほとんどです。 

 編集機器も改良され、お年寄りでも容易に扱え

るようになっております。どうぞビデオカメラを

お持ちの方は一度当クラブへお越しください。映

像作りの魅力をご一緒に味わいませんか。 

  （事務局長 土屋翁三） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お問い合わせは下記事務局までお気軽にどうぞ。 

 大和映像サロン事務局 

   大和市深見東 1-1-12 土屋翁三方 

 ☎ 090-8775-6623  ☎ 046-263-6623   

    メール： tsuchiyaozo@sannet.ne.jp          
mailto:tsuchiyaozo@sannet.ne.jp  

大和市民活動センター登録団体より 

 ～ アマチュア映像愛好家グループ 大和映像サロン ～ 

大和映像サロン 会長 長谷川 修 

FM やまと～やまとっこ☆みつけた～ 
 第 175 回 2013 年 1 月 29 日（火）9:00～ 

 当日の 1 時間生放送に参加されています。  

 また楽しいお話をお聞かせ下さい。 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 

 

発行・大和市民活動センター「10 年の歩み」  第 2 号 2014 年 5 月 1 日発行 

＜団体交流＞ 
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活動と活動が手をつないだら… 

それぞれのネットワークが有機的にひろがったら… 

～ きっと何かが生まれる 私たちの拠点 大和市民活動センター ～ 

    

 

 

        

 

 「おりがみサークル」の作品は海外でも人気です。

「チームピースチャレンジャー」や「いきいきフォーラム

草の根支援」が発展途上国に持って行って紹介しまし

た。現地からは写真や手紙のお礼が届きました。 

デイサービスでボランティア活動をする高校生たち

が、センターに寄って「おりがみ」を習い、活動現場で

活かしています。  

  

  

 

大和市民活動センター登録団体 活動内容

分類 各地の市民活動センターでも 福祉・環境・食生活・

子どもの健全育成や生涯学習関連分野の登録団体

数は多いようです。 大和市の特長は国際協力・外

国人支援やまちづくり、自治会登録も多く見られま 

す。反面、スポーツや文化芸術など施設・設備を利

用されるグループ団体数は他センターと比べると割

合的に少ない傾向です。 

おりがみ 

高校生 

ボランティア 
デイサービス 

作品 

展示会 
活動の記録 

ボランティア 

見学会 

紹介 

セミナー 

老人会 

部会教室 

 

活動報告 

手紙・写真 

海外子ども 

学校教材 

 

海外 

支援団体 

市民活動センターは「人と人との出会いの場」です。毎月のように、 

活動団体同士が手を組んで活動の輪が広がっています。 

市民活動課主催の「ボランティアバス見学会」に参加

した女性が、「おりがみ」を習って帰りました。後日、

地元婦人部で手芸セミナーがあり、「私ね、先日教わ

ったおりがみ、みんなに教えてあげたわよ！ありがと

ね！」 と、にっこり報告してくれました。 
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 自立にはまだ少し時間のかかる高校生たちが、他

者の役に立ちたいと願って始めるボランティア。しか

し、彼らは行動することで癒され、かつ成長してゆく。

そのことがまた頼もしい。 

 一つの例に高齢者施設訪問がある。様々な方との

触れあいで、当初の「ボランティアしてあげる」が「ボ

ランティアさせていただいた」という謙虚な心で、素直

な喜びに変わる経験となる。 

 さて、高校生のボランティアをコーディネートする組

織に大和市民活動センターがある。高校生をありの

まま受け容れるスタッフの一人ひとりが、拘わる者を

巻き込んで熱くさせてしまう情熱家だ。高校生ボラン

ティアを支える栄養価の高い土壌がここにある。 

 今年も、かけがえのない心の財産をいただいた多く

の生徒たちが、活動センターを巣立って行った。高

校生ボランティアと、彼らを育てる活動センターの存

在意義はたいへん大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生ボランティアの土壌 
         柏木学園高等学校 生徒支援担当 

                      濱谷美代子 

高校生ボランティアを受け入れて 
                 晃風園デイサービス草柳  

                       今井乃里子 

 

晃風園デイサービス草柳では、大和市民活動セ

ンター様よりお申し出があり、柏木学園高等学校高

校生をデイサービスのボランティアとして受け入れを

しております。活動内容としては、要介護の高齢のご

利用者様のお話相手やゲームのお相手などの他、

短歌書道部の詩吟・書道詩吟などの発表や人形劇

なども企画してくださいました。 

当デイサービスでは、地域から数多くのボランティ

アの皆様にお越しいただき、ご利用者様には大変喜

ばれております。しかし、高校生をボランティアとして

受け入れることは初めてで、若干の不安とともに受け

入れを開始いたしました。また、来て下さる高校生の

皆様にしても、不安と緊張で始まったボランティア活

動だったと思います。 

しかし、この不安も全くの杞優でした。ご利用者様

は高校生たちをすぐに受け入れてくださり、若い人た

ちとの交流を楽しみにされるようになりました。高校生

の皆様にしても、お年寄りとの交流から、色々と学ぶ

ことがあったのではないかと思っております。 

高校を卒業する際に、「福祉の大学へ進学する。」

｢福祉の仕事に就く｣というような話を生徒さんからお

聞きするにつけ、若い方たちの進路の選択にも一役

買うことができたかと大変嬉しく感じたしだいです。今

後も世代を越えた交流の場として、高校生ボランティ

アの受け入れを続けていきたいと考えております。 

 

 書道吟をお年寄りに披露するのは２人です。（写真：右） 

交通量の少ない所を見つけて、重たい書道版をリヤカー

で運んだり、設置したりと自ら進んで裏方に回る高校生も

います。そんな仲間が集まって、代表 1 人が詩吟を吟じ、

それを次の 1 人が墨で書く…感動して涙を流すお年寄り

もいました。 

 アンコールの声が響き、参加の高校生全員に、温かい

感謝と労いの言葉をかけてくださいました。 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 
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＜ボランティア＞ 

7 



 

～ ボランティアの手と手をひろげて ～ 

大和市民活動センターの活動 

☆ 交流・共育の促進     ☆ 情報の収集・提供     ☆ 社会資源の創出及び発信 

☆ 相談・研修事業 

 

 （48名参加） 

 障がいを持つ子どもたちが、家族以外とのふれあいを持つ 

 

 

 

 

  

 

 

 

○受入れ団体（2008 年～ 

  ・まごころ     （ディサービス） 

 ・地域家族しんちゃんハウス 

・サポートハウス ワン・ピース 

・晃風園（養護老人ホーム・ディサービス 

グループホーム） 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2008 年夏、柏木学園高等学校の中村茜さんが、一人で

市民活動センターに「ボランティアをやりたいのですが」と

訪れたのが始まりでした。控えめに話す中村さんが学校

で友達に声をかけ、1 人 2 人とボランティア仲間が少しず

つ増えていきました。 

「NPO 法人 サポートハウス ワン・ピース」での活動が始

まり、「センター」の共育マネージメントセミナ―「高校生集

まれ！はじめの一歩に来て・みて・ご覧」には、濱谷先生

と高校生 2人が参加しました。 

それからは、活動も活発になり、活動場所も人数も活動内

容も増えていきました。 

現在も毎週水曜日は「NPO 法人サポートハウス ワン・ピ

ース」で、土曜日は「晃風園デイサービス」で活動を行い、

喜ばれています。「センター」の数々のイベントにも参加し

ています。 

 

○ボランティア機会の提供  

 （中高生のボランティア活動のきっかけづくりを行なっています） 
 
○ボランティア活動コーディネート 

 （ネットワークを活用してボランティア参加者と活動団体とのマッチングに努めています） 

年々、高校生のボランティア活動は盛んになっています。 

活動場所  
☆まごころ地域福祉センター 

   ・デイサービス 
☆NPO 法人 サポートハウス ワン・ピース 

   ・ツーピース 
   ・スリーピース 
☆NPO 法人 地域家族 しんちゃんハウス 
☆晃風園・特別養護老人ホーム 

      ・晃風園デイサービス草柳 
・グループホーム晃風園 

☆大和市芸術文化振興会 
☆特別養護老人ホーム みなみ風 

高校生のボランティア活動
年度 延べ人数 定期的活動 クリスマス このゆびとまれっ！

2013 232 57 6 169

2012 202 98 10 94
2011 184 90 9 85
2010 175 105 22 48
2009 114 82 3 29
2008 111 80 6 25

活動内容 
・楽器演奏 
 クラリネット・フルート 

・合唱 

・詩吟・書道吟 

・一匹チュー 

  ミニ人形劇、軍手人形 

・紙芝居 

・障害児と遊ぶ 

  玩具やゲームで遊ぶ、 

  公園で紙ヒコーキの飛ばしっこ、 

  シャボン玉、鬼ごっこ、折り紙、 

  お絵かき 

・子どもと遊ぶ 

  公園や地域のコミセンでドッチボール、 

  サッカー、野球、かくれんぼ、鬼ごっこ 

・お年寄りの話相手 

  折り紙、和菓子作り、ジェスチャー、 

  ゲーム、オセロ  

・障害児とのクリスマス交流会 
  会場準備、飾り付け、プレゼント制作、 

  ケーキ作り、工作、後片付け 

 

■定期的活動 

■クリスマス 

■このゆびとまれっ！ 

ボランティア活動が、活発になったきっかけ 
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 大和市民活動センターの広報紙は「あの手この手」

です。創刊の頃から数えると、そろそろ10年が経ちま

す。大和市民活動センターの開設が 2004年 11月、

創刊号が翌年 3月ですので、短期間でチームを組ん

だことになります。久しぶりに記録ファイルを覗いてみ

ました。当時の文面からは“怖いもの知らず”、でも

“やる気満々の仲間”だったことが読み取れます。 

 

・協働の拠点運営委員会に『広報部会』がうまれ 

・『あの手この手』のタイトル・ロゴなどを作り 

・この「広報紙」も、当時はおおげさに『広報誌』 

・「編集後記」も『熱血編集後記』と張り切っていまし 

 た。 

・そして＜大和市民活動センター・リーフレット＞内容 

 などが既にこの創刊号に組み込まれています。 

 

 当時の楽しいエピソードは、今でも話題となります。

またメンバー（小宮山・関根・瀬路・中島・望月・山口）

のコメントには、恥ずかしげも無くハッキリと 『編集お

しゃべり会』と記してあります。まさに“切った貼った”

のお勉強会でした。 

 ある団体から「パソコン使えないの？ここって 10 年

遅れているわよ！」、女房が友だちから「ね～、お宅

のご主人によく似た人が“お絵かき”してたわよ。」と

言われたのもこの頃です。当時は原紙も印刷も白黒

でした。掲示する時は、色塗り担当？の若手スタッフ

が現れてクレヨン・色鉛筆を使い、楽しんでいました。

創刊号、印刷日も間近となりました。でも表紙が未だ

構成されていません。さあ大変！ 

昔は切った貼ったの編集会議。 

いえ、編集もどき「おしゃべり会」でした。 

 そこで登場、頼みの運営委員・中島さんの「ここに

大きなイラストを入れましょうよ！」その一言で、特長

ある今の構成パターンが誕生して何となくまとまった

様な気になっておりました。 

 創刊号配布も終り、運営会議で自慢げに報告した

時のことです。当時会長の小杉さんが「見開き逆じゃ

ない？」また専門的で丁寧な指摘に感心してメモをと

りました。今でもセンターファイルに綴じてあります。

また会議で飛び交う専門用語が分からず、文字の大

きさの意味「『宝石の名前』や『ポイント』って何です

か？」と聞いたのも覚えています。 
 ※19 世紀後半のイギリスでは活字の大きさを宝石の名前をつ
けて呼んでいた。 

 

 「あの手この手」は大きな役割を担っています。大

和市の協働事業や市民活動推進補助金事業のお

知らせ、ＰＲ、そして詳細案内をしていきます。大和

市市民活動課と一緒に大和市民活動センターも窓

口となって、実施までの手続き相談や公益的活動を

目指した団体事業などを広報メディアに上げ、広くア

ピールしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 色々なことも経験しました。漢字の多い堅い内容に

対して「読んでくれない」「読みたくない」「見る気もし

ない」、また「お仲間壁新聞」とのコメントもありました。

ある研修で１つのヒントがありました。「キャッチコピー

を効かせ、一瞬で要約を！興味をそそって文面に導

入。」 でも実際どのように… 

やはり、創刊当時の初心に戻って、「あの手この手」

を使い、腕を伸ばしながらひとつひとつ、みんなの

「あの手この手」で問題解決ですね。 

設立当時「協働の拠点運営委員会」広報部 望

月則男 

なんとなく現在の「あの手この手」の 

イメージができている 10 年前の創刊号です。 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 
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創刊号から「あの手この手」のイラスト・挿入画など、スッタフ望月を中心

に描いています。漫画から似顔絵までなんでもござれ。すべて描き下ろしで

す。創刊前、著作権に関する指摘を受け「じゃー、自分たちメンバーで描い

ちゃおう」「登録団体の皆さんにもお願いしよう」「描きながら頭の体操だ！」

が“あの手この手”の発想です。イラストからアットホームな雰囲気をお伝

えできればと思います。 

 
元協働推進会議代表の

渡辺精子さんが「旅行先

の釧路市で市民活動セ

ンターを見つけて入っ

てみたら、なんと『あの

手この手』が展示されて

いました！こんな遠い

ところで会えるとは…

嬉しくて」と話しに来て

くださいました。 

「あの手この手」の変遷 
 

創刊号～第 9 号 季刊 

  2005 年 3 月 31 日創刊。2007 年 7 月 

  発行の第 9 号までは季刊。当初は右綴 

  じ、第 4 号から左綴じに 

 

第 10 号～第 38 号 月刊 

  2007 年 10 月から月刊発行 

 

第 39 号～第 44 号 隔月刊 

  2010 年度は隔月発行。特集号 2 回 

 

第 45 号～第 85 号 月刊 

  2011 年 4 月 1 日から月刊発行 

 

ふりかえり号 年刊 

2008 年度から年度末に「ふりかえり号」発行 

広報紙「あの手この手」の役割 

大和市内の市民活動、市民活動センターの事業を、わかりやすく伝えています。 

～紙面を通してつながる 大和市の市民活動 ～ 

    

 

 

        

 

登録団体、市内各施設、県内の市民活動支援施設

を中心に、北海道から福岡県まで「あの手この手」

は届いています。 

送付先： 

登録団体＋北から南まで  

 

「市民活動」という言葉を知らない人も多かった 2005 年春、

「市民活動センターとは何をするところか？」という紹介記事

を載せて、広報紙「あの手この手」がスタートしました。 

「活用されることでセンターは育つ」との考えのもと、来館と

登録を紙面で大きく呼びかけました。 
           

「あの手この手」は「センター」の事業をはじめとして、市内

の市民活動情報の提供に力を入れています。創刊号から

登録団体の紹介を開始し、第 12 号からは登録団体が出演

する FM やまとの番組～やまとっこ☆みつけた～の放送内

容を掲載しています。【2014年 6月末の放送回数は 213回】 

「協働の拠点」として、「新しい公共」を創造する大和市協働

事業、市民活動推進補助金事業については、事業決定ま

での重要な過程である“公開プレゼンテーション”を中心に

リポートを掲載しています。 

表紙ではこれまでに「やまと国際アートフェスタ」「やまと子ど

も絵画大賞」「わが街やまと～ドラマティックな絵画展」、市

内在住の漫画家さんによる「市内の 8 駅」などの作品を紹

介、現在は協働事業「YAMATO イラストレーションデザイン

コンペ」の入賞作品を掲載しています。 

以上のように市民活動以外でも大和市という地域性を大事

にすることを基本として「あの手この手」を編集しています。 
          

広く市民のみなさまへの広報と同時に、登録団体と市民活

動団体と市民が、実際に顔を合わせることがなくても「あの

手この手」の紙面を通してつながり、ひろがりの“わ”が作ら

れていく、そのような広報紙をイメージしてこれからも紙面づ

くりをしていきます。 

第 39 号から 

登場のロゴです。 

表紙絵で実現したい理念を表現。 

(上)第 6号表紙 (下)第 7号表紙 

３月号 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１－ 

大和市民活動センター［拠点やまと］ 第 80 号 2014 年 3 月 1 日発行 

 

手  

手 

 ＜今月号掲載＞ 

 ●3 月の行事 「ボランティア見学会」  「公開プレゼンテーション」  「第 9 回やまと国際交流フェスティバル」  「第 62 回連続共育セミナー」  ・・・・・p.2 

 ●「大和市民活動センター」 みんなといっしょに 10 周年    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.3 

 ●「FM やまと」～やまとっこ☆みつけた～ 出演団体、 “大和市の”シリーズ（12）「郵便番号 242 市外局番 046」     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.4 

 

２０１４ 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

あの この 
あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

*「あの手この手」は大和市民活動センターのＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
和
市
に
2/14
（
金
） 

 
 
 
 
 

午
後
、
大
雪
警
報
発
令
。 

 

 
 
 
 

8
日
（
土
）
に
も
降
っ
た

雪
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
ど
ん

ど
ん
降
り
、
一
気
に
積
も
り
ま
し
た
。

翌
日
の
15
、
16
日
の
（
土
）（
日
）、
た

っ
ぷ
り
の
積
雪
の
な
か
、
足
を
と
ら
れ

な
が
ら
、
カ
メ
ラ
持
参
で
市
内
北
部
の

路
地
の
隅
々
を
歩
き
回
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
見
た
も
の
は
ク
ル
マ
が
通
れ
な
く

な
っ
た
あ
ち
こ
ち
の
車
道
の
雪
を
ど
こ

で
も
男
性
陣
が
中
心
と
な
っ
て
、
懸
命

に
除
雪
作
業
を
し
て
い
る
姿
で
し
た
。

ま
ず
は
お
互
い
が
住
ん
で
い
る
場
所
の

前
の
雪
を
片
づ
け
る
。
結
果
と
し
て
、

一
本
の
ク
ル
マ
通
行
可
の
道
が
で
き
、

最
初
の
ク
ル
マ
が
な
ん
と
か
通
り
抜
け

た
と
き
、
思
わ
ず
拍
手
が
起
こ
り
、
そ

の
拍
手
が
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
印
象

的
な
シ
ー
ン
で
し
た
。 

私
は
「
地
域
力
」
と
い
う
言
葉
を
思

っ
た
。
あ
の
1995
年
1
月
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
機
に
広
が
っ
た
概
念
。
防
災

や
防
犯
、
子
育
ち
子
育
て
、
高
齢
者
ケ

ア
、
街
づ
く
り
な
ど
、
地
域
の
課
題
を

地
域
の
住
人
が
主
体
と
な
り
、
解
決
の

糸
口
を
見
出
し
て
い
く
力
。
今
回
の
大

雪
と
い
う
「
災
い
」
を
そ
う
し
た
「
福
」

と
な
し
た
こ
と
が
そ
こ
こ
こ
に
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
毛
が
３
本
） 

“大和市の” シリーズ (1２) 
～郵便番号２４２ 市外局番０４６ ～ 

  4 ページをご覧ください。 
 

 大和の駅 6 回シリーズ・ その 6  南林間駅 絵・大澄 剛 

       大和市在住の漫画家。 

『このゆびとまれ』（日本文芸社刊） 1 巻・2 巻 発売中 

今年は大和市民活動センター設立１０周年 

「卒業おめでとう！」 「これからも電話かけちゃうよ。」 「なんか嬉しい

けど、な～んか寂しいな…」 小田急線「南林間駅」構内の元気な声。 
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～【ＦＭやまと】は音の伝言板～ 
 

放送局では皆様からのお便 

りをお待ちしています。放送 

された団体のことに限らず、 

あなたの出会った素敵な人 

やもの、ちょっと驚いた出来 

事など、ぜひ放送局まで 

ＦＡＸ、Ｅメールでお知らせ 

ください。                        

Fax： 046-265-2777 

Email：

morning@fmyamato.co.jp 

 

 

 

 

  
FM やまと 大和市民活動センターだより 「やまとっこ☆みつけた」 

センターに登録している団体が生出演して、それぞれの活動を紹介。 

第 1、第３、第５火曜日に出演。7 月末で 216 回を迎えました。 

まだまだ続きます。出演希望の団体はセンターへお申し込みください。 

第１回 2007年 12月 4日（火） 
【市民活動課＆市民活動センター運営委員】 

 

市民と行政職員。実に「協働」らしい組み合わ

せで迎えた初日。快調な番組の滑り出し（上

出来？）。リードしてくれるジョニーさんのおか

げで、笑顔のうちに放送終了。今までも、現在

も、市民活動センターがお世話になっている

大勢の方々、利用者の方々、センターは今日

も頑張っております。これから毎週火曜日放

送です。皆さん聞いてくださいねっ。 

「あの手この手」に初登場（2008 年 1 月号）の紙面から 

 FMやまと（77.7ＭＨｚ）SUNNY-SIDE 

MORNINGの中で 12月から始まった番組で

す。毎週火曜日朝９時５分から、市民活動セ

ンターを利用している団体が出演し、それぞ

れの団体の思いを伝えています。苦労話あ

り、笑い話あり、失敗あり、人と人の不思議な

出会いの話あり、ゲストが経験してきた様々な

思いをつめこんだ、濃厚な 20分です。 

あなたの活動のことも、ラジオで紹介してみま

せんか。 

＊現在は第 1，3，5の火曜日、1時間の放送です。 

6 年半前のジョニーさん
のイラストです。 
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★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★

やまとっこ 

 ある日の本番。約束の 8時 

45分になっても出演者の 

タオル人形を作る親子が現 

れない。脳裏に浮かんだのが、 

市民活動センターの駐車場 

に止めた車の中で眠っている 

二人の姿！ 

 一目散にセンターに向かって走り、駐車場

に止めてある車を覗きこむ。いたいた、親子で

爆睡している。必死の思いで窓ガラスを叩き、

起きてもらう。朝の挨拶の言葉もなく、3人で徒

競争のごとくＦＭやまとを目指す。ジョニーさん

が、スタジオのドアを開け、スタンバイして待っ

ていた。本番スレスレのセーフ。 

 無事に生放送が終り、センターの駐車場で

寝ていた理由を聞いたところ、「昨日、仙台で

仕事があり、夜、車を飛ばし、朝、大和に着い

たら、そのまま『やまとっこ☆みつけた』に出演

予定が、ついつい眠ってしまった」とのこと。や

れやれでした。（153 回まで担当の櫻井貞代） 

パーソナリティは “あなたのジョニー” 

ヒヤヒヤ、ドキドキの生放送 

 視覚障害の男性にも出演していただきま

した。彼は盲導犬といつも一緒です。もち

ろんスタジオに入る時はご主人をちゃんと

誘導します。ご主人が座るのを待って、足

元にうずくまり、1 時間の生放送中動くこ

ともなく、声を出すこともなく、ひたすら

ご主人の仕事が終わるのを待っている。そ

んな姿に、ＦＭやまとの 

職員、センターのスタッフ 

が感動し、拍手で出迎えま 

した。何だか盲導犬が誇ら 

しげに胸を張っているよう 

に見えました。（櫻井貞代） 

陰で支えているのは、人だけではないのです 

コミュニケーション
ツールとして、タオ
ルで動物を作って
います。 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 

 

発行・大和市民活動センター「10 年の歩み」  第 5 号 2014 年 8 月 1 日発行 

  ＜ＦＭやまと＞ 

11 



ＦＭやまと　～やまとっこ☆みつけた～　参加団体
回数 1 2 3 4 5 6 7

7 引地川水とみどりの会

7 「カッコーフェスタ」参加団体

7 柏木学園高校学校

6 引地川かわくだり実行委員会

6 大和市芸術文化振興会

6 「このゆびとまれっ！」参加団体

6 大和市民活動センター

5 一般社団法人やまと災害ボランティアネットワーク

4 食のアトリエ

4 NPO法人地域家族しんちゃんハウス

3 ＮＰＯ法人　かながわ県央マンション管理組合ネットワーク

3 NPO法人大和さくら会

3 マイセラ・ジャパン

3 さがみ生活クラブ　生活協同組合　大和コモンズ

3 やまと国際フレンドクラブ

3 大和市市民活動課

3 ドラマティックカンパニーＹＡＭＡＴＯ50

3 NPO法人　ピコピコ

3 大和おやこ劇場

2 NPO法人　WE２１ジャパン大和

2 NPO法人　サポートハウス　ワン・ピース

2 あざみ句会

2 カットスタジオみどり

2 神奈川健康生きがいづくりアドバイザー協議会

2 南京玉すだれ保存会　梅乃屋流

2 関東学院大学ボランティアサポーター

2 憲法九条やまとの会

2 サウンドテーブルテニスクラブ

2 シネマサークル

2 チームしらかし華の会

2 NPO法人　チームピースチャレンジャー

2 NPO法人　なんでもプラス地域ネット

2 日本オオカミ協会

2 大和市身体障害者福祉協会視覚部

2 大和市卓球協会

2 大和市録音奉仕会

2 NPO法人　ワーカーズ・コレクティブ想

2 NPO法人　神奈川アニマルセラピー協会

2 NPO法人　ワーカーズ・コレクティブ　チャイルドケア

2 大和市革新懇

 

 

  

「大和市民活動センター」　登録団体の参加プログラム
ＦＭやまと（77.7ＭＨＺ）　～やまとっこ☆みつけた～

初回生放送は2007年12月4日 裏方さんの　～企画・調整・打合せ・生放送・録音～　にも支えられています。

現在　奇数週　火曜日　9：00～10：00　生放送継続中

担当回数 　　　　　年　

216 ジョニーさん 4 51 ※ 37 27 27 27 27 16 (12)
（ＦＭパーソナリティー）

153 担当　櫻井 4 51 37 27 27 7 *
63 担当　石川 　＃ 20 27 16 (12)

※　2009年5月5日（第73回）までは ＊　2012年4月3日（第153回）まで櫻井が担当
毎週火曜日30分の生放送。その後は奇数週 　＃　154回から現在の担当は石川です。　
の火曜日1時間の生放送として継続しています。

2013 20142007 2008 2009 2010 2011 2012

「やまとっこ☆みつけた」の 

  出演団体をパネル展示します 

「やまとっこ☆みつけた」に出演していた

だく団体のＰＲにイラストが添えられ、

『出演します』と、外の歩道脇の掲示板

に掲示しています。 

出演ＰＲの度に描き添えられた 200枚の

イラストをパネルに仕立てたものが「タウ

ンニュース」で紹介されました。その後

の出演団体もイラストが描かれ、10 周年

記念パネル巡回展で、このイラストパネ

ルも展示する予定です。 

また、出演された皆さんのスタジオでの

写真は、Ａ４に拡大して『出演しました』

と外の掲示板に掲示しています。道行く

人が足を止めて眺めている様子がしば

しば見られます。 

生放送のイラスト入り録音ＣＤを、出演

団体にお配りしています。ラジオを聴け

なかった人たちに聴いていただけると、

好評です。仲間のみんなに聴いてもら

いたい、故郷の友人に配りたい、などと

10 枚追加（有料）録音を頼まれたことも

ありました。 
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 大和市民活動センターは、あらゆる分野の市

民活動を推進・応援・共育する施設として、日

常業務の他に、それぞれの目的を持った「登録

団体交流会」「このゆびとまれっ！」「共育（とも

いく）セミナー」、そして今回特集の「活動団体

交流まつり」 （カッコーフェスタ）などを行なっ

ています。 

 

 「活動団体交流まつり」 （カッコーフェスタ）は

多くの皆さんに市民活動を知ってもらい、登録

団体の活動をアピールする場として、また参加

団体がこの機会を介して交流し合い、つながり

や活動の輪を広げるなどの目的をもって行わ

れています。 

 毎年、11月に行われる「大和市産業フェア」と

同時開催して、広く市民活動ＰＲを行なってい

ます。今年は第 9 回「カッコーフェスタ‘１４」とし

て、11月 8日（土） と 9日（日）を予定していま

す。 

 特に今回は 参加型セミナー“ワークショップ”

の充実を目指しています。1 日 5 時間（1 時間/

団体）、それぞれの時間割を有効に企画してい

きます。 昨年は「打ち合わせ会」途中の発足

で、十分な準備期間が有りませんでしたが、今

年は企画内容をまとめ、広く PR を行う予定で

す。 

 

第 2 回目からは「カッコちゃん」 

のマスコットマークが大活躍。 

～ 活かそう 広がりのわ ～ 

「カッコーフェスタ」などでの“出会い”のいくつか♪ 
 
・パン工房「麦の香り」のパン、「いきいきフォーラム」ＯＫバジ

さん講演のお茶菓子に。毎年「カッコちゃん」デザインのパ

ンも大好評です。 
 
・「デイサービス・ハッピー鶴間」が「いきいきフォーラム」の紅

茶を利用者へ提供しました。 
 
・「おりがみサークル」作品が「チームピース チャレンジャ

ー」 経由で、バングラディシュ交流会で展示されました。 
 
・「タオル帽子」が「なんでもプラス地域ネット」の協力で講習

会を開催しました。 
 
・商工会議所「トラック協会」が「チームピースチャレンジャ

ー」のコーヒー販売に一役。 
 
・「柏木学園詩吟書道部」作品が「カットスタジオみどり」に展

示されて、二条通りでも話題になりました。 
 
・「命の水を詩画に」肢体不自由の金子寿さん、この作品発

表から、色々な展示会などへ更につながりました。 
 
・「南京玉すだれ」お弟子さんとの共演を見て、一緒に練習

希望の女性が手を挙げました。 
 
・「ＦＭやまと」ジョニーさんが立ち寄り、参加団体の紹介や

～やまとっこ☆みつけた～ＰＲなど生中継を行いました。 
 
・「おりがみサークル」が「しらかし華の会」を“紫陽花”で飾

り、作り方・体験コーナーにつながる好評ぶりでした。 
 
・「バルーンアート」「おりがみサークル」が「ピコピコ」のイベ

ントに一緒の参加となりました。 
 
・「いきいきフォーラム」経由で「おりがみサークル」の作品が

ネパールに送られました。 
 
・「しらかし華の会」被災地訪問に「バルーンアート」が活動 

協力をしてくれました。 
 

      あらたな“出会い”、今年も期待しています！ 

 

スタンプマークの「カッコちゃん」 

スタンプラリーのゴム判にも変身。 
これも第 4 回から「吊り看板」の飾
りアイデアで、会場はお祭り気分！ 

スタンプラリーのゴム判にも変身。 第 4 回ではバザーや出店販売の袋に 

「カッコちゃん」マークが登場。 

大和市民活動センターの館内、 

駐車場は多くの人でにぎわいます。 

「市民活動」のいくつかを自分の 

目を通して感じてください。 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 

 

発行・大和市民活動センター「10 年の歩み」  第 6 号 2014 年 9 月 1 日発行 

  ＜活動団体交流まつり （カッコーフェスタ）＞ 

13 



 

 

 

 

 

 

   

  

 

  

＜ワークショップ団体  申込受付中＞ 
 
 （1時間/団体 ： 会議室を開放します。独自の企画で 

            団体の活動紹介やＰＲができます。） 
 

昨年度から始まったワークショップは活動ＰＲ・

お話、そしてパフォーマンスなど、各自団体で企

画する時間です。 会議室開放の 1 時間（入れ

替りを考慮して正味 50 分）を皆さんのアイデア

で、楽しくためになる場所にして下さい。 
 
☆参加希望団体は大和市民活動センターまで 

お申し込みください。 

（申込用紙を持参、または FAX で） 

 ＜活動団体交流まつり （カッコーフェスタ）＞ 
 
 市民活動団体の活動を たくさんの皆さんに知ってもらう 
       “市民活動のおまつり” ～ 活かそう 広がりのわ ～ です。 

大和市民活動センターの大きな行事の１つとして 

＜カッコーフェスタ＞は毎年続いています。 

「市民活動団体交流まつり」の“活”と“交”から「カッコ

ー」の呼び名が付けられ、そして “鳥のカッコウ” が

マスコットマークに描かれました。平成 18 年（2006

年）に立ちあげて、今年で 9 回目ということになりま

す。 

市民活動センターの棚には写真集などを含めて、11

冊の記録ファイルが並んでいます。いくつかの項目

を並べてみました。 

 

 ＜参加人数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜団体出店数＞ 

 

 

 

 

＜“カッコちゃん” アラカルト？＞ 

当初、“カッコちゃん”のマスコット 

アイデアが出ました。でも本来の 

「カッコウ」はクチバシの鋭い、厳しい目つき…  

一応カッコーは描いてみたものの、残念ながら飛び

立てませんでした。 

また第 2 回カッコーフェスタ「打ち合わせ会」では、

「市民活動の内容はバラエティーに富んでいるの

に、何故カッコちゃんは１つなんだ？」 の意見が出

ました。何と１１匹のお仲間が求められ、イラスト係は

大あわて！ カラー・白黒合わせて 22枚が次の会で

検討されました。 でも結局、「マスコット・マークは 1

つが常識でしょう…」ということになりました。 
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第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

2日目

1日目

　　第１回   第２回 　第３回 　第４回 　第５回 　第６回 　第７回 　第８回
　　1日目 13 18 23 16 16 15 19 16
　　2日目 18 19 20 16 17 18 19 17
延べ店数 31 37 43 32 33 33 38 33

＜こんな企画が実行されました＞ 

 

◆「ＦＭやまと」コーナー 

◆「盛り上げ隊」結成 

 

 

 

 

◆マスコットマーク「カッコちゃん」作成 

◆「クイズラリー」 

 

    ◆「書道吟」 

「一匹チュー劇場」 

 

◆統一“おまつり”看板作成 

◆景品付き 「スタンプラリー」 

◆バザー・展示即売会 

◆吊り看板（ラミネートをロ-プ掛け） 

◆「やまといきいき健康体操」 

◆全自治会ちらし配布（7000 枚） 

 

◆「市民活動・協働」案内コーナー 

◆バルーンアート講習会 

 

              ◆「ワークショップ」開催 

 

　　第１回   第２回 　第３回 　第４回 　第５回 　第６回 　第７回 　第８回
　　1日目 423 653 1,210 1,400 1,794 1,499 2,160 1,627
　　2日目 657 957 1,225 1,820 1,931 578 1,720 1,198

1,080 1,610 2,435 3,220 3,725 2,077 3,880 2,825

そして今回 

第９回 

 

＊第 6 回目の 2 日目は、雨の為 中断となりました。 

＊昨年第 8 回から「クイズラリー」・景品付き「スタンプラリー」 

 は止め、「ワークショップ」全員参加型セミナーに切り換え切  

 り換えました。 今年も団体企画に期待してください。 

　　第１回   第２回 　第３回 　第４回 　第５回 　第６回 　第７回 　第８回
　　1日目 423 653 1,210 1,400 1,794 1,499 2,160 1,627
　　2日目 657 957 1,225 1,820 1,931 578 1,720 1,198

1,080 1,610 2,435 3,220 3,725 2,077 3,880 2,825
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「このゆびとまれっ！」とは・・・・ 

中高生が持つ時間・知恵・技術を出し合い、社会に開けば、それは皆のも

の「社会資源」になります。市民の課題解決に中高生が関わる社会参加の

第一歩として実施しています。また学校の先生や家族以外の「おとな」と

親交を持ち、社会との関わり合いの多様性を認識することをねらいとして

います。登録団体は中高生のボランティアを受け入れるにあたって、貴重

な時間を割いてボランティア参加の機会を提供しています。 
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2008～2014年 11団体に協力いただきました。  
 

・地域家族 「しんちゃんハウス」 

・サポートハウス「ワン・ピース」 

・なかよし公園 

・科学探検隊 

・サウンドテーブルテニスクラブ 

・チームピースチャレンジャー 

・大和市芸術文化振興会 

・引地川水とみどりの会 

・ＷＥ２１ジャパン大和  

・デイサービス「ハッピー鶴間」 

・げんきステーション「より道一休」 
 

 今まで市内外の 22 校が参加しています。 

 市内外の生徒が応募し、特にボランティア

担当教諭がいる学校は人数などから見ると、

ボランティア活動が盛んに思われます。 

「オリエンテーション」で、活動注意点など

が説明され、センターには活動名簿が記録さ

れます。また活動後には「夏の想い出」文集

を発行しています。 

「夏の想い出」 

文集も楽しみ！ 

 

 

「市民活動で心豊かな地域づくりを」 

大和市民活動センター開設１０周年おめでとうございま

す。当、大和芸術文化振興会は、多くの方々に芸術鑑

賞の機会を提供するとともに、自主的な活動支援など、

芸術文化活動を推進し、心豊かな地域を目指すための

一環として、２０１１年から、「このゆびとまれっ！」の受け

入れ団体として参加してまいりました。視覚障害者と中

高校生との「ふれあいコンサート」を始め演奏家「会員」

とボランティアが手を取り合って「親子で楽しむコンサー

ト」や「やまとっ子芸術探検隊」 「お届けコンサート」や

「ティータイムコンサート」「０歳児からのコンサート」など

幅広い事業を推進してきました。「センター」を通して受

け入れた中高校生は、会場準備・受付・ケータリング・

照明・音響・案内係などを担当し素敵な笑顔で来場者と

のコミュニケーションをとりながら与えられた業務を的確

にこなしました。毎回、来場者から温かいお言葉をいた

だいています。今後も、素晴らしい活動を展開している

中高生ボランティアや活動団体のみなさんと連携し、

「大和に住んで良かった、あの大和に住んでみたい」そ

んな文化の薫りする『郷土大和』づくりに力を注いでい

きます。また多くの登録団体がこれまで「このゆびとまれ

っ！」事業に参加し、大きな成果をあげることができまし

た。市民活動センターの尽力と温かい心に感謝とお礼

をもうしあげます。   大和市芸術文化振興会 小林三夫 

 

 

 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 

 

発行・大和市民活動センター「10 年の歩み」  第 7 号 2014 年 10 月 1 日発行 

  ＜このゆびとまれっ！ （夏休み中高生ボランティア体験）＞ 
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文集「夏の想い出」より 

●2012年 環境支援サポーター （引地川の清掃） 

柴田綾菜   座間高校 3 年 

今回 2 回目の川の清掃ボランティアの参加だったので

すが、少しでも環境保全へ貢献できたと思うのでよかっ

たです。今年は受験なので、落ち着いたらまた参加した

いと思います。大学は環境系の学部に入りさまざまな保

全活動をしたいと思いました。ありがとうございました。 

 

●2012年 子育て支援サポーター 
           (しんちゃんハウスで子どもと遊ぶ） 

渡辺佳奈    昭和女子大付属高校 3年 

室内では、トランプやオセロなどで遊んだり、外ではケイ

ドロ、リレーをしてこどもたちとたくさん遊べて良かったで

す。今回は主にこどもたちと遊びましたが、その中で「あ

ぶないからだめだよ」などと言う注意もすることができて

よかったです。小１から小６までいろいろな学年の子ども

とふれあえて、本当に楽しかったです。ケイドロをすると

き、結構本気で走りましたが、すぐおいつかれてしまっ

て、驚きました。しんちゃんハウスでこのような経験をす

ることができて良かったです。またこのボランティアがで

きたらぜひ参加したいです。今日はありがとうございまし

た。 

大和市民活動センターのフリースペースに数名の高校生が集まりました。「丁度良かった！“この

ゆび”に何がとまったらいい？」とスタッフ。すると「回転ブランコで、みんながぶら下がる！」

大笑いから始まりました。「指に何がとまつたら、うれしいかな？」いろんな意見が出ました。 

「蝶が良い」「カブトムシだよ」「てんとう虫がかわいい」など、なかなか決まりません。そんな中、

担当スタッフのひと声でトンボにきまり！ 

 

 

 

 

いろいろなボランティア活動を体験しました。 

・視覚障害者：誘導体験・卓球をする・コンサート鑑賞 

・高齢者支援：デイサービス訪問・手作りラジオプレゼント 

・芸術文化 ：準備・受付・後片付け・楽器の移動・照明・幼児の見守り 

・知的障害者：絵を描く・ダンボールで工作・公園で水鉄砲・紙飛行機で遊ぶ 

            一匹チュウ人形劇 

・子育て支援：公園で子どもたちと遊ぶ   

・環境保全 ：引地川の掃除  

・国際交流 ：ミサンガの袋詰め    

・国際支援 ：販売・接客・整理 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●2013年「夏の想い出」より抜粋」 

高橋ミヤ    サウンドテーブルテニスクラブ 

 大木博子さんのピアノ伴奏で砂川真緒さんが歌うソプ

ラノでの鈴を転がすような歌声と会場の皆さんと一緒に

歌った唱歌等々、本当に楽しい一時はあっと言う間でし

た。（居心地の良い午後のひととき、もう少し聴いていた

かった。）その後学生ボランティア一般ボランティアとの

交流会、盲導犬の役割や私達の日常生活体験談等を

聞いてもらい、今迄以上に障害者への理解を深めてく

ださった様でした。又、賑やかな団欒の中で更に相互

の情報交換も出来たことが嬉しく思います。最後にこの

夏の想い出のひとこまとして楽しい企画を立てて下さっ

た市民活動センターの皆様方に深く感謝いたします。

本当にありがとうございました。 

 

●視覚障害者の誘導体験  2011年・2012年 

斉藤瑞希   柏木学園高校 3 年 

初めての体験でとても大変でした。 

自分が誘導してもらっている時は、 

まったく前がみえなくて不安で怖か 

ったです。今回教えてもらったので、 

これからは誘導ボランティアにも参加 

してみたいと思います。 

このゆびとまれっ （夏休み中高生ボランティア体験） 

ボランティア   はじめの一歩！ 

本告（もとおり）寺彦さん 

８０才代とは思えないほどメリハリ 

のある厳粛な講義内容でした。 

裏方の「ちらし作り」 

～この指にとまったのは？～ 
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大和市民活動センター広報事業のはじまり 

2004 年 4 月から市民活動センター開設の準備を進めてきた協働の拠点準備会はその役目を終え、10 月、

新たに「協働の拠点運営委員会」が組織されました。11 月 1 日、市民活動センターはオープンしました。 

運営委員会は 4 部会（広報部会・研修部会・交流部会・相談部会）を設け、事業運営にあたりました。   

2005 年 1月、広報部会は活動を開始し、3 月 31 日、広報紙「あの手この手」創刊号を発行。4月 28 日、

ニュースレターの配信を開始しました。        ※広報紙については「10 年のあゆみ」第 4 号に掲載。 

 

ニュースレター創刊号より 

【INDEX】 

０１．協働事業提案の募集受付＜相談会のご案内＞・・・・・・・ お気軽にお立ち寄りください！ 

０２．市民活動推進補助金の応募受付・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 締め切りが迫ってます！ 

０３．センターで開催の講演・説明会より・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当センターをご利用ください！ 

０４．市民活動センターの利用状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 数字で見られます！ 

０５．運営委員メンバーによる 4つの「活動部会」が発足 

０６．市民活動センター運営委員会議事録 

０７．運営委員会 今後の日程のお知らせ 

０８．センター掲示板からのお知らせ 

０９．「創刊号発刊にあたって」事務局より 

2005 年 3 月 16 日～4 月 15 日 
来館者数   181    累計 904（昨年 11 月より） 
登録団体    16        78 
相談件数    10        33 
会議室使用   5         29 

広報紙「あの手この手」第 10号掲載記事 
    （2007年 10月 2日発行） 

2005年 5月からは、ニュースレターは事務局スタッフが作

成し、月末の配信前に広報部会 6 名（スタッフ 1 名を含

む）が集まり、校正を行ないました。このように大和市民活

動センターの広報事業を一歩一歩作り上げてきました。 

館内掲示板 

館内の掲示板は、設立当初はボードのみで、ピンでチ

ラシを留めていました。翌年にボード下部に設置するラ

ックを購入し、2008 年頃、ボードにクリアケースを留め、

そこにチラシを入れる方法を当時のスタッフが考案し、

現在のスタイルが出来上がりました。昨年度１年間で

は、大和市民活動センターに約 500 件 630 種類のチラ

シ等が届き、展示し 

ました。もっと多くの 

方の目に触れてほし 

いというのがスタッフ 

の願いです。 

※2014 年 10 月 15 日 Vol.117 を配信 

2007 年 8 月、館外掲示板を設置 

汗と涙の共同作業！ 

わかりやすい 看板と掲示板 ができた！ 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 

 

発行・大和市民活動センター「10 年の歩み」  第 8 号 2014 年 11 月 1 日発行 

                  ＜広報 （館内・館外・Ｗｅｂ）＞ 
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ホームページでは、センターに届く情報を

お知らせしています。特に、登録団体の

情報（イベント・ボランティア・ＦＭやまと～

やまとっこ☆みつけた～出演記録、等）の

発信に力をいれています。発信力強化の

ために 2度のリニューアルを行いました。 

「あの手この手トピ

ックス」は 2008 年

から続くコーナー

です。市民活動セ

ンターに関するこ

とを中心に、協働

事業や登録団体

のことなど、様々

にお伝えしていま

す。 

2012年 9月、トップページリニューアル 

センターオープンから約 1年後 

2005年 10月、ホームページを開設 

2008年 8月、全面リニューアル 

2014年10月、Facebookをはじめました 

あなたの活動が  

大和市民活動センター を通して…  

登録団体のリーフレットや 
チラシは ファイリングされ 
団体の資料としてみなさん 
に読まれます。 

トップページに団体のお知らせを掲載できるようになりました 

 

館内掲示板 

ニュースレター 
ホームページ 

ファイリング 

館外掲示板 

広報紙 
「あの手この手」 

みなさん、是非おいで下さ～い！ 

センター 
オープン 10周年！ 
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大和市民活動センターも一緒に考えます。 
                 申請前の 協議期間 には電話予約で相談を受け付けています。 

市民活動推進補助金制度      協働事業提案制度  ≫ そろそろ準備をはじめましょう！ 

        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 1 月 企画書提出期間 協議期間 

 2 月 申請期間 

 3 月 公開プレゼンテーション 

 4 月 補助金交付 

 

 4 月 企画書提出期間 協議期間   

 5 月 申請期間  

 6 月 市担当課と打合せ 

 7 月 公開プレゼンテーション 

 8 月 結果発表（次年度より事業開始） 

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26（8ヶ月実績＋予測）
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

・協働・市民活動補助金事業対応 6 15 10 22 22 34 24
・市民活動支援（IT、広報など) 19 13 21 26 37 44 27
・ボランティア・団体活動マッチング 11 18 24 15 33 27 19
・市民生活相談など 19 6 9 12 8 6 7
・相談予測 40

55 52 64 75 100 111 117

市民活動相談・ＮＰＯ設立相談・補助金相談・協働事業相談・ボランティア活動相談・ 

パソコン相談などいろいろな相談を受けてきました。  下記はその相談の一例です。 
 
・立ち上げた会の活動相談 

 自分達が何をしたいのかを考え、活動拠点を決めてから行動を開始することをアドバイスした。 

 人集めに関しては、第 1 回目の活動日を「広報やまと」に掲載できるよう助言した。 

・団体設立についての相談 

  発達障害の人をサポートする団体を立ち上げたい人からの電話相談。現在、車椅子なので移動が困難であるが、 

  準備を進めたいとのこと。話を伺い、仲間集めやニーズの収集をする為に「クロスオーバー大和」を紹介した。 

・補助金についての相談 

営業・企画担当の方が来館し、企業が市の補助金を受給可能かと相談。 

  市民活動推進補助金に関する「相談会」が大和市民活動センターで行われることを伝えた。 

・パソコンについての相談 

 「パソコンを買い換え、操作方法がわからないので教えてほしい。」との相談。 

 第 2・4 木曜日にパソコン相談日を設けていること、PC 支援団体があることなどを伝えた。 

・高校生からのボランティア相談 

「入学する大学から福祉関係のボランティアを体験するよう言われたので、体験先を紹介してほしい。」との

相談。デイサービス「晃風園」とのスケジュール調整や、色々な関係登録団体を紹介した。 

相談事例のいくつか 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 

 

発行・大和市民活動センター「10 年の歩み」  第 9 号 2014 年 12 月 1 日発行 

                           ＜相談事業＞ 
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 ～ ボランティア活動に興味のある方々と ～ 

大和市民活動センターのボランティア活動相談  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ボランティア相談の流れ  

貴方に合ったボランティア活動を一緒に探します。 

 

 

  

 

ボランティア相談 

・市民、中高生のボランティア活動相談を行なっています。 

・貴方に合ったボランティア活動を一緒に考えます。 
 
ボランティア活動コーディネート 

・ネットワークを活用してボランティア参加者と活動団体とのマッチングに努めています。 

コーディネート 

 各分野の登録団体とのマッチングなど 

大和市民活動センターでの相談日 
 
第 2月曜日・・ボランティア<10 時～17 時> 

第 4月曜日・・市民活動< 10 時～17時 > 

第 2・4 木曜日・・パソコン< 10 時～12 時 > 

  

ボランティア活動は特別なことではありません。 

誰もが住み慣れた地域で人間らしく豊かに暮らし
ていける社会を目指し、身近な所で自分の出来るこ
とを自ら進んで活動することだと思います。 

 お年寄りが重い荷物を持って困っていたので手
伝った、道でゴミを拾った、またフェアトレード（貧
しい国の人々の生活に配慮した対等な貿易）の製品
を買った、着なくなった服・使わない食器を寄付し
た、など何気ない日常生活の行動がボランティア活
動に繋がっています。 

 一歩前に進んで、ハンディキャップのある方や高
齢者と共通の趣味（音楽鑑賞・短歌・俳句・サウン
ドテーブルテニスなど）を見つけ、スポーツ・外出
のサポートをやっていただけたら誰かの笑顔に出
会うはず。デイサービスで、自分の趣味を披露・話
相手・ゲームの相手など自分に合ったボランティア
活動を探してください。   

 きっと「ありがとう」の一言をきっかけに感動や
喜びに出会い、充実感や達成感が得られると思いま
す。ボランティア活動を通じてさまざまな人たちと
出会い、人との繋がりを広げていってほしいと思い
ます。 

          ボランティア担当：櫻井 

登録団体・施設等との話し合い 

  ボランティア活動の約束等の確認 

紹介・見学 

 登録団体、施設等を見学し、 

   自分の目で見て耳で聞き選択する 

ボランティア相談 

活動希望、自分の特技・趣味等を聞き取り 

申請書を作ります 

ボランティア活動 スタート 

求めていますボランティア 
 
・サウンドテーブルテニスのサポート 

       （視覚障がい者との卓球） 

・リサイクルショツプでの販売 

・移動困難の方のサポート 

・知的障害児や発達障害のある子どもたちの 

        遊び相手や送迎のサポート 

・引地川や街の清掃 

・デイサービス施設での利用者との話し相手、 

 ゲームの相手など 

ボランティアに踏み出す一歩 
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  来館者数累積はこの 10 年間で 10 万人 
    ～寄ってみたくなるセンターに～ 
 

「大和市民活動センター」は 2004 年 11 月 1 日オープン。 

今年度 10 周年となりますが、当初「大和市協働推進会議」

また、そこから生まれた「拠点部会」「協働の拠点準備会」

の仲間が設立を目指して精力的に取り組まれました。建物

内外のリフォーム・塗装作業や床張り作業等、まさにボラ

ンティア精神に基づいた活躍が続きました。更に「協働の

拠点運営委員会」の発足で、“センターの認知”“施設の活

用”を多岐にわたり呼びかけてきました。 
 

大和市民活動センター年度別来館者数」 

入口（Ａ）からは「   活かそう！ 

ひろがりのわ つながりの手」 

～ようこそ大和市民活動センターへ～ 

の看板が目に入ります。 
 

フリースペースは開館時いつでも 

自由に使用できます。 

  
大和市民活動センター運営は 

    「協働事業」の一環です 

～大和市市民活動課と市民活動団体「拠点やまと」～ 
 

2000 年＜市民と行政の協働で豊かな大和をつくりましょう＞

をスローガンに「市民活動団体実態調査」が行われました。 

   活動を進めるうえで困っていることは？ 

    ・ 活動の場が無い 

    ・ 運営の人材がいない 

    ・ 資金が足りない 

    ・ 会員が集まらない 

   協働のための行政支援として重要と思うものは？ 

    ・ 会合の場の提供 

    ・ 広報誌の利用 

    ・ 情報提供  などが集計されました。 

そして 2002 年 7 月の「大和市新しい公共を創造する市民 

活動推進条例」また、2004 年 11 月の「大和市民活動セン

ター設立」につながって行きました。 

 大和市民活動センター事業は下記を柱にしています。 

         ☆ 活動のために使ってください。 

          ☆ 情報収集に活用してください。 

           ☆ ＰＲのために使ってください。 

            ☆ 交流の輪を広げてください。 

             ☆  皆さんの想いを 

                  聞かせてください。 

              ☆市民事業、協働事業の     

                発展に向けて 

                                 お手伝いをします。 
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番外編 

カラー印刷機（高速）の設置は未だです。 

長年の夢ですが… いつか夢の実現を！ 

大和市民活動センターは    

どこ？ 
 

～大和駅から南に 

徒歩 2 分 

イチョウの木を目印に～ 

＊今年度は 11 月実績と期末予測 

 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 
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＜ 施 設 の 活 用 ＞ 
 

～ 人との出会い センター活用 活動のひろがり ～ 

＊登録団体からは、このような意見や質問がありました。 

●「入口のブザー？ベル？ 何なの～？」 

車いすの方のためのチャイムです。「チャイムを

押してくだされば、スタッフがスロープ板を持っ

て参ります」と表示してあります。 

建物自体はバリアフリーの構造 

ではありませんが、車いすの方 

はスロープ板を使い、会議室や 

トイレを使用することができます。トイレにはサ

ポートアームが付いています。 

●「トイレが２つ、それも広すぎるって 

やーね～」 

そうですね♪ 2坪のトイレが 2つ並ぶとちょっ

と驚かれる方もいます。改造前は、 

相談室や倉庫などに使用されてい 

たようです。そういえば、ノック 

をすると向こう側に相談員が机 

に控えて待っている様なシッカリ 

した扉です。 

●「フリースペース、 
いつ空いてます？」 

 
午前・午後・夜間で分けると“来館者数”で

は、今期大体 1/3 づつ（33％・35％・32％）

です。“使用件数”でいくと夜間は 1/4 弱で

すので、大きな会議などで使われていること

が分かります。予約なしの印刷機使用は朝が

多く、昼は活動打ち合わせ等、夜は会議が多

いようです。「住民票はここ？」「検定場所

は？」「入社面談のお部屋は？」おとなり商

工会議所とよく間違われます。 

●「他の団体さんは何人くらいで 

使用するの？」 

会議室の使用頻度は月に約 60 件です。会議室の

テーブル・イス使用で 20 名程度の広さで、使用

記録では平均 8 名と 

なっています。2 人 

での相談・対話形式 

から最高 41 名の集 

会もあり、フレキシ 

ブルに使える冷暖房 

完備の会議室です。 

●「ここにきたら何かができる…」 
 

「人と人」「人と団体」「団体同士」のネット

ワークを作り、市民活動を広げる為には場所

や色々な道具・メディアの活用が必要です。

「大和市民活動センター」 

で活用できるものは、 

気楽にお使いください。 

 

 

 

・会議室（20 名） ・多目的ルーム（6 名） 

 ・フリースペース ・掲示/情報スペース 

・プロジェクター ・スクリーン ・印刷機 

・ロッカー ・レターケース ・コピー機 

・パソコン ・裁断器    ・紙折機 

・ラミネーター ・給湯室  ・トイレ 

また団体同士の預り物や、メール便の受付など 

も行っています。 

●「印刷で待たされるんだけれど…」 
 
「お早うございま～す」朝早くから我一番と印刷

機使用者が来館されます。普段はそんなに混まず

に問題無く活用されています。「紙折機」も新規

購入で“便利な市民活動センター”を目指します。

ほとんどの方は予約無しで高速印刷できます。普

段は待つ時間もない平均 400枚弱ですが、4 月度

はチョッと混みだして倍以上の１件 1000 枚強に

なります。どこも総会資料準備などで忙しくなる

からです。 

●「腰が痛くて、 

私は多目的ルーム駄目よ～」 

多目的ルームは数名の話し合いなどで使用され

ています。畳部屋ですが、内部用のイスを用意し

ますので申し出て下さい。相談会や少人数集会、

また大和駅前プロムナード行事の“着替えや控

室”などとしては便利な場所です。 

会議室利用者のベビーシッ 

ターや子ども部屋としても 

開放しています。 
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H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26（8ヶ月実績＋予測）
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

・協働・市民活動補助金事業対応 6 15 10 22 22 34 24
・市民活動支援（IT、広報など) 19 13 21 26 37 44 27
・ボランティア・団体活動マッチング 11 18 24 15 33 27 19
・市民生活相談など 19 6 9 12 8 6 7
・相談予測 40

55 52 64 75 100 111 117

共育
ともいく

セミナーはセンターのモットーである「共に育ち合う」ことを目的に実施してきました。 

「市民活動を広げるために…」「ボランティア活動のきっかけに…」「他の団体と手をつないで…」 

「仲間を集めたい…」などなど、いろいろなテーマで取り組んできました。 

 

講師は・・・ 

テーマにあった人を登録団体から選んでお願いしたり、

外部から講師を招いたり、スタッフが講師になったりと、

まさに “共育の実践”です。 

「市民活動団体と企業・事業者との縁結び」と題しての

セミナーでは、企業から講師をお迎えしました。 

共育セミナーの変遷 

センター設立当時は、月 1 回「協働の拠点運営委員

会」が開催され、「広報」「交流」「相談」「研修」の

4 部会が生まれました。 

 

交流部会が「ティーパーティ」、「おしゃべりラウン

ジ・パルス」を立ち上げ、並行して研修部会が「共

育セミナー」を毎月行うようになりました。 

 
2008 年 3 月 5 日（水）開催のセミナーは・・・ 

「黄色いレシートキャンペーン」を通じて、支援を求め

るボランティア団体と、応援したいというお客様を結

ぶ取組みを展開し、地域のコミュニティーの一員であ

ることを大切にしている「イオン大和鶴間店」副店長

の白川富一さん。 

 
 
 

 

2008 年 4 月 26 日(土)開催のセミナーは・・・ 

地域とのきずなを大切にと、地域の情報の橋渡し役とし

ての月刊情報紙「ＨＩＴ」を発行。また、「ふれあいの場」

として、会議室をコミュニティー・スペースとして地域の

人たちに提供している「平田自動車工業」の代表取締

役平田行雄さん。 

講師の分野別分類 

「知れば知るほどおもしろい大和市 PART1」はタウンニュース社長谷川あい子さん。 

PART2「みんなが知らない国際交流」にやまと国際フレンドクラブ（IFC）長谷部美由紀さん。 

PART3「加留多(カルタ)が教えてくれる大和市」に『中央林間博覧強記加留多』を作成した市川秀雄さん。 

PART4「大和市をもっと知りたい」はリベルタ編集長丸山佐和子さん。 

PART5「おいしい大和市を知りたい」～大和の推奨品を味わいましょう～では推奨品を味比べ。 

PART6「おいしい大和市を知りたい」の 2 回目を開催し、おおいに盛り上がりました。 

 

「知れば知るほどおもしろい大和市です」は PART6まで続きました 

2010 年 4 月 24 日（土）開催のセミナーは・・・ 

事業者が参加する新しい公共「活かそう！携帯電話

でひろがりの輪 つながりの手」では、ドコモショップ

大和店の店長・股部さん、菅原さん、加藤さん。 

第 39 回セミナー「市民活動で IT 支援」

の講師・市職員の市川さんと「拠点や

まと」の望月 （イラストも望月） 

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 参加者数ランキング ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

1.（41 人）第 34 回「フィルムコミッションてな～に？」 

 ～フィルムコミッションで街を活性化させよう～ 

          講師：杉下 由輝さん 

2.（31 人）第 22 回「仲間を集めたい」 

          講師：望月則男さん 

3.（26 人）第 60 回「協働事業から見えてきたもの」  

    しんちゃんハウス・ふくしの手全員集合 

    ドラマティックカンパニー・ケアびーくる 

4.（25 人）第 41 回「パワーポイントを使ってみよう」 

    ～プレゼンテーションも楽しく～ 

           講師：望月則男さん 

5.（24 人）第 28 回「平和の種をまきたい」 

              講師：阿部ひそかさん 

6.（23 人）第 61 回「今どきの広報事情」 

  ～Web を活用しての広報～ 

            講師：山田泰久さん 

 

 

登録団体, 26

外部講師, 23

スタッフ, 16 登録団体

外部講師

スタッフ

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 
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「共育セミナー」のチラシ・デザインも内容と共に、 

色々と変化してきました。 

 

 

セミナーテーマ別ランキング （64 回セミナーをテーマ別開催数で見てみると・・・） 

セミナーで学んだことを実践 

   10 周年記念交流会では、1 分間エレベータートークを実施 

  初めて会った人に 1分で自己紹介（ショートプレゼンテーション） 

 県サポートセンターでのセミナーに参加して、自

己紹介の方法のひとつを学び、10 周年記念交流

会で実践してみました。 

いかに自分の活動をコンパクトに伝えるか、2 回

ほど練習してから本番に臨みました。 

参加された皆さんは、初めてのことで戸惑って

いたようでしたが、1 分ピッタリの人もいて、

活動紹介が盛り上がりました。 

臨時のセミナーを開催しました 

「未曾有の大災害 あなたは何ができますか？」 

 ～東日本大災害の被災地からの緊急報告～ 
 

報告者：市民活動課北島次郎課長（現市民経済部部長） 

陸前高田市へ大和市の支援団として現地におも

むき、支援物資の引渡し、そばやうどんの炊き出

し、救援物資の仕分け作業などをとおして被災地

で視えたものを伝えました。 

 

 

4

4
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7
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9

13

14

0 2 4 6 8 10 12 14 16

市民活動センターについて

市民活動をしている仲間

起業・事業者との縁結び

大和市を知ろう

ボランティア活動

市民活動の展開

市民活動に役立つ情報

活動を学ぶ、企画力を育てる

第　1～14回　　　「マネージメントセミナー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない　ない　シリーズ

第15～19回　　　「マネージメントセミナー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる　いる　シリーズ

第20～21回　　　「たのしいセミナー」　シリーズ

第22～28回　　　～したい　シリーズ

第29～64回　　　各タイトル・団体紹介の
　　　　　　　　　　　　　＜デザイン参加型＞　シリーズ

セミナーテーマ別ランキング （64 回セミナーをテーマ別開催数で見てみると・・・） 
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H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26（8ヶ月実績＋予測）
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

・協働・市民活動補助金事業対応 6 15 10 22 22 34 24
・市民活動支援（IT、広報など) 19 13 21 26 37 44 27
・ボランティア・団体活動マッチング 11 18 24 15 33 27 19
・市民生活相談など 19 6 9 12 8 6 7
・相談予測 40

55 52 64 75 100 111 117

大和市民活動センター「市民活動団体」 

 

その他 

・NPO 法人日本ハンディキャップ 

 テニス連盟 

・NPO 法人脳外傷友の会ナナ 

・日本アニマルセラピー協会 

・音楽療法なごみの会 

視覚 

・点図サークル オーロラ 

・サウンドテーブルテニスクラブ 

・アダプティブテクノロジー 

・大和市録音奉仕会 

・大和市身体障害者福祉協会視覚部 

・大和市点訳赤十字奉仕団 

市民活動センターの登録団体のうち、市民活動

を主たる目的とする団体をリストアップしてみまし

た。 

地道な活動を長く続ける団体、大きく飛躍した団

体、新しく生まれた団体、それぞれの団体が自ら

発見した課題について、解決に向けて活動し、私

たちの暮らす大和市を豊かにしています。 

引地川の掃除をする団体は、同時に子どもたち

が地域の川に親しむことができる活動を行なって

います。患者さんの外出介助サービスを行う NPO

法人大和市腎友会は、大和市の協働事業では小

中学校に出張し、児童や生徒に福祉について理

解を深めてもらう教室を開いています。このように

重層的な活動を行う団体も数多くあります。 

登録団体については市民活動センターまでお

問い合わせください。身近な問題を発見した時、

市民活動を始めませんか。 

聴覚 

・大和市手話通訳者の会 

地域福祉 

・深見大和地区社会福祉協議会 

・共生型コミュニティ「ひだまり」 

     、 

移動制約者のための移動サービス 

・NPO 法人ワーカーズ・コレクティブ 

 ケアびーくる 

・NPO 法人大和市腎友会 

・NPO 法人かながわ福祉移動サービ   

 スネットワーク 

・NPO 法人たんぽぽ 

 

外国籍の人の支援・日本語教室 

・NPO 法人かながわ難民定住援助協会 

・かたつむりの会 

・日本語教室「やまと・ともだち」 

・NPO 法人日本ペルー共生協会 

・NPO 法人在日カンボジアコミュニティ 

海外支援 

・認定 NPO 法人地球の木 

・NPO 法人 WE21 ジャパン大和 

・認定 NPO 法人いきいきフォーラム草の

根支援 

・チーム ピース チャレンジャー 

・財団法人海外日系人協会 

・NPO法人ネパールの子どもたちを援助

する会 

・NPO 法人 APLA 

 

外国籍の人と友達になる 

・大和地区日中友好協会 

・やまと国際フレンドクラブ(IFC) 

こころ・精神 

・特定非営利活動法人大和さくら会 

・大和さくら会ＳＳＴ勉強会 

・NPO 法人共に歩む市民の会 

・一般社団法人ハッピークローバー 

障害のある人の作業所・就労 

・社会福祉法人やまねっと 

 大和泉の森作業所 

・障がい者自立支援事業所 

 パン工房 麦の香り 

・薬樹ウィル株式会社 

・社会福祉法人すずらんの会 

 ワークセンターやまと 

 

大和市民活動センターの登録団体は 264 団体（2 月 24 日現在） 

そのうち約半数が「市民活動団体」です。 

 

大和市泉の森を源流とする引地川で活動
する 2団体をご紹介します。 

 

【引地川水とみどりの会】 

2004 年から毎月 1 回引地川の清掃をしています。 

小学生の頃から活動している「こどもエコクラブ」

の子どもたちはこの春高校を卒業します。地域の川

に親しみ、環境問題に取り組みながら成長していく

子どもたちを大人が見守っています。 
 

【柳とあそぼう引地川実行委員会】 

1990 年、「引地川かわくだり実行委員会」が 7 月の

海の日の清掃を開始。この活動をきっかけとして日

本で初めて三角コンクリート護岸が自然護岸（ふれ

あい広場草柳護岸）に復元されました。「柳とあそぼ

う引地川実行委員会」は草柳護岸を管理する活動を

しています。2004 年、大和市で絶滅したと言われて

いたハグロトンボの復活を確認、個体数の調査を開

始し、2014 に調査結果を日本昆虫学会関東支部第 51

回大会で発表しました。日本ではまだめずらしいシ

チズン・サイエンスの活動となっています。 

※登録団体には市民活動団体の他、生涯学習の団体、

自治会などがあります。 

大和市民活動センターは、2014 年 11 月 1 日で 10 年目を迎えます。 

2004 年→2014 年 
この「10年の歩み」を毎月「あの手この手」に折り込んでお届けします。 
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芸術 

・大和市芸術文化振興会 

・「結い」音楽フェスティバル 

 

介護 

・ＮＰＯ法人ワーカーズ・コレクティブ想 

・NPO 法人ひよどり（デイ南林間なん

てん） 

・市民のための介護保険をつくる会 

・社会福祉士の会「やまと」 

・介護のハッピー合同会社 

（デイサービス ハッピー鶴間） 

・大和介護サークル 

不登校・ひきこもりの人の支援 

・NPO 法人湘南市民メディアネットワーク 

・NPO 法人ぜんしん 

住まいの問題 

・NPO 法人かながわ県央マンション管理 

 組合ネットワーク 

健康 

・健康を考える会 

・NPO 法人日本ハートエステ協会 

 

引地川をきれいにする 

・柳とあそぼう引地川実行委員会 

・引地川・下福田子どもの水辺協議会 

・引地川水とみどりの会 

・引地川かわくだり実行委員会 

・引地川ハグロトンボ調査隊 

地域通貨と地域の助けあい 

・地域通貨グループ クラママ 

・NPO法人なんでもプラス地域ネット 

・一般社団法人Ｇｉｖｅ & Take Plus 

地域の活性化 

・社団法人大和青年会議所 

・NPO 法人 NPO あつぎみらい 21 

・大和市イベント観光協会 

・元気な商業まち創造プロジェクト 

・ふるさとやまと実行委員会 

・ドラマティックカンパニーYamato50 

・やまとプロムナード古民具骨董市実行

委員会 

・南輪乃声 元気会 

・大和市地域活性化実行委員会 

・大和市の観光資源を発掘・企画する会 

平和の推進 

・大和平和の白いリボンの会 

・ヒロシマから平和を考える実行委員会 

・憲法九条やまとの会 

・大和市革新懇 

・大和ぶんぶんプロジェクト 

・公益社団法人全国自衛隊父兄会 

 神奈川県自衛隊父兄会 大和地区会 

地域 

環境を守る 

・久田緑地くらぶ 

・やまとケナフの会 

・大和ホタルを楽しむ会 

・トコロジストの会 

・さよなら原発やまとパレード実行委

員会 

・畑ふらわーボラの会 

・大和エコライフ委員会 

・かながわ森林インストラクターの会 

 

被災地支援 

・チームしらかし華の会 

・一般社団法人やまと災害ボランティア 

 ネットワーク 

・福島の被災地にとり残された犬猫を 

 救う会 

環境 
 

事業者 

・Aregria(アレグリア) 

・カットスタジオみどり 

・ドコモショップ大和 

・橋本法律事務所 

・似顔絵 bovo 

・タムタムランニングクラブ 

 

時間預託制のボランティア 

・NPO法人ニッポン・アクティブライフ 

クラブ（横浜拠点）  

生きがいづくり 

・一般社団法人神奈川健康生きが

いづくりアドバイザー協議会 

・一般財団法人日本いきいき財団 

神奈川本部 

子育て支援 

・NPO 法人大和子どもミニデイサービス 

ワーカーズ・コレクティブもこもこ 

・NPO 法人ワーカーズ・コレクティブ 

チャイルドケア 

・子育て支援「やまと虹の色」 

・NPO 法人マイセラ・ジャパン 

・さくらの森保育園 

・NPO 法人ゆうがく 

・栄養サポートやまと 

・Yamato 子育てママ応援プロジェクト 

ボランティア 

・トイドックやまと 

・バルーンアート 

・関東学院大学ボランティアサポーター 

・緑手品クラブ 

・NPO 日本を美しくする会・大和掃除に 

学ぶ会 

・国際ソロプチミストやまと-e 

 

子ども・子育て 

IT 支援 

・親子でインターネット利用を考える会 

・NPO 法人ヒューマン ICT 推進委員会 

 

配食サービス 

・NPO 法人シニアネットワークさがみ 

・企業組合たぶの木 

住まい 

・ハウスメンテ大和 

食に関わる活動 

・生活クラブ 光丘クラブ 

・食のアトリエ 

・なないろ畑農場 

・大和市食生活改善推進協議会 

・さがみ生活クラブ生協 大和コモンズ 

・生産者と消費者が手をつなぐ会大和 

・たべものがかり 

子どもの育ち 

・NPO 法人地域家族しんちゃんハウス 

・大和市子ども会連絡協議会 

 中部 I ブロック 

・渋谷きんりん未来の会 

・大和南部おやこ劇場 

・大和北部おやこ劇場 

・NPO 法人科学探検隊 

・ツリーガーデンの存続を願う会 

・NPO 法人薫風 

・NPO 法人さくらんぼ 

・NPO 法人まんま 

・NPO 法人ピープウ・ラボ 

障害のある子どもたち 

（全般） 

・NPO 法人フェアネット 

（知的障害） 

・NPO 法人サポートハウス・ワンピース 

（発達障害） 

・NPO 法人ピコピコ 

・一般社団法人クロスオーバー大和 

（肢体不自由） 

・あそぼー会 

子どもを守る（防犯） 

・NPO 法人やまと CAP ひまわり 

・少年警察ボランティア 大和少年補

導員連絡会 

親の会 

・コミュニケーション“談” 

・らんとまん（軽度発達障害児をもつ 

親の会） 

・大和市肢体不自由児者父母の会 

・awish(あうぃっしゅ) 

・病気や障がいを抱える子どもの親の会 

はっぴい・くろ～ば～ 

・大和さくら里親会 

高齢社会 
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10 周 年 記 念 交 流 会 
             テーマ：課題は未来につながる ～これからの 10 年を考える～ 

                     日 時：平成 26 年 11 月 22 日(土)   13：00～16：30 

         場 所：勤労福祉会館３F ホールにて     参加者：58 名 

1部の市民活動センター10年の歩みでは、市民経済部の北島部長が開設までを、開設からの 10年を拠点やま

と会長の関根がパワーポイントで紹介した。 

2部のエレベータートークでは 1分間の自己紹介を経て出てきた課題について、全員で話し合しあった。 

3部の茶話会では、懐かしい人との再会や、お互いの活動についての話でおおいに盛り上がった。 
 

エレベータートークって？ 

初めて会った人に 1分間で自己紹介。 

今回は所属している団体の活動紹介を 2人ペアになって実施。 

1 回目が終わったところで、1 分を十分活用できるように修正して、2 回目に挑

戦。3 回目は全員に向けての発表とした。自分たちの活動の整理をして伝え、

そこから課題もみえてきたところで、参加者全員での意見交換会となった。 
  

課題は大きく 5つに分けられました（☆印は他団体からの意見、アドバイス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＲ活動 

・ 協働事業などの市民活動が残念ながら多くの市民に 

承知してもらっていません。広報紙だけではなく、ＰＲ 

の工夫が必要。 

☆自信をもって活動をＰＲする。 

☆イベントをたくさん企画してボランティアの機会を提供 

し、常にボランティア情報を発信して活動を継続しても 

らっている。 

 

活動する人材・ボランティア 

・ スタッフが増えない。 

・ 活動がひろがり、ボランティアが足りな

い状況が続いている。 

・ 仕事の合間を利用してのボランティア

的な活動なので、時間と内容に制限が

生じている。 

・スタッフのスキルアップと充実 

・地域密着のボランティア 

☆イキイキとした活動があることを見せて、

知ってもらうことが大事では。 

☆同じような目的をもって活動している団

体同士がいっしょに活動できないか。 

☆ＮＰＯや自治会がつながって、地域が

幸せになることが私の望みです。 

 

世代交代 

・ メンバーの高齢化→世代交代したい。 

・ 高齢化でプラスに考えられない。 

・ 実行委員が交代できない。新しい仲間も増えない。 

☆この人とねらいを定めて、引き込むことも必要。 
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企業・地域との関わり 

・ 発達障害の人たちが社会に貢献することを望 

んでいるので、市内にその場を見つけたい。 

☆センターが企業と活動団体の架け橋になって 

ほしい。 

資金調達 

・ 資金調達に苦心している。 

☆企業と活動グループとのマッチングの企画。 

その他 

・常勤スタッフがいつも拠点にいて市民活動の次の 

ステージを開拓するための調査研究や研修ができる 

とよい。 

・継続は力です。今後も頑張って。 

・協働事業がきっかけで市民の多くが恩恵を受けてい 

ます。 

・拠点が複数あったら、サテライトに特派員がいたり、 

足りない部分を他が補うような仕組みづくりができるの

では。 

・どうして補助金が必要なのか、補助金が無くなった場 

合のことを考えておく必要がある。 

 

1分間で自己紹介。 

シッカリ時間を計りました。 

自己紹介フォームに沿って、活動内容、課題をまとめました。 

作業所の美味しいパンで交流会。市民活動推進基金に寄付もいただきました。 

課題をまとめ、 

意見交換をしました。 
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Ｈ26年 12月 16 日(火)～12 月 19 日(金) 大和市役所ロビー 

Ｈ27年 1 月 28日(水)～ 1 月 31日(土) 渋谷学習センター（IKOZA） 

Ｈ27年 2 月 3日(火)～ 2 月 7日(土)  桜丘学習センター  

 

  10周年記念パネル巡回展 大和市内を巡回しました。 

・ ようこそ「大和市民活動センター」へ 

・ 大和市民活動センターって？ 

・ 大和市民活動センター「登録団体」 

・ 「カッコーフェスタ」「団体交流会」 

・ 広報紙「あの手この手」 

・ 大和市 8 駅「あの手この手」表紙 

・ FMやまと ～やまとっこ☆みつけた～ 

・ ネットワーク交信 

・ ボランティア活動推進連続 

・ 「共育セミナ―」 
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これからも みなさんと 市民活動！ 
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大
和
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

1
0
周
年
記
念
交
流
会

設
置
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

市
民
経
済
部
長

北
島
次
郎

２
０
０
２
年
度
（Ｈ
１
４
年
度
）

７
月

大
和
市
新
し
い
公
共
を
創
造
す
る
市
民
活
動
推
進
条
例
施
行

⇒
同
条
例
第
9
条
に
『協
働
の
拠
点
』の
設
置
が
規
定
さ
れ
る

９
月

大
和
市
協
働
推
進
会
議
準
備
会
を
組
織

第
９
条

市
民
等
、
事
業
者
及
び
市
は
、
協
働
の
原
則
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
に
応
じ
て
、
社
会
資
源
の
充
実
を
図
る
た
め
の
協
働
の
拠
点

（
以
下

「
協
働
の
拠
点
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
、
そ
の
充
実
に
努
め
る
。

２
０
０
３
年
度
（Ｈ
１
５
年
度
）

４
月

大
和
市
協
働
推
進
会
議
を
組
織

⇒
拠
点
部
会
で
の
検
討
が
始
ま
る

７
月

視
察
：み
な
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ウ
ス
（東
京
都
港
区
）

ア
リ
ス
セ
ン
タ
ー
（神
奈
川
県
横
浜
市
）

横
浜
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（神
奈
川
県
横
浜
市
）

１
月

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

『協
働
の
拠
点
の
機
能
を
考
え
る
』

２
月

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

『協
働
の
拠
点
の
運
営
を
考
え
る
』

み
な
と
N
P
O
セ
ン
タ
ー
へ
の
視
察

（
平
成
1
5
年
7
月
2
日
）
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『協
働
の
拠
点
の
機
能
を
考
え
る
』

①
（
平
成
1
6
年
1
月
1
7
日
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『協
働
の
拠
点
の
機
能
を
考
え
る
』

②
（
平
成
1
6
年
1
月
1
7
日
）

大
和
市
協
働
ル
ー
ル
（
拠
点
部
会
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『協
働
の
拠
点
の
運
営
を
考
え
る
』

（
平
成
1
6
年
2
月
8
日
）

２
０
０
４
年
度
（Ｈ
１
６
年
度
）

４
月

協
働
の
拠
点
準
備
会
を
組
織

⇒
拠
点
部
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
等
に
よ
り
構
成

８
月

セ
ン
タ
ー
の
内
外
装
塗
装
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

セ
ン
タ
ー
の
整
備
作
業

１
０
月

協
働
の
拠
点
運
営
委
員
会
を
組
織

⇒
協
働
推
進
会
議
委
員
3
名
、
協
働
の
拠
点
準
備
会
4
名

公
募
市
民
1
0
名
、
事
務
局
長
1
名
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協
働
の
拠
点
準
備
会

（
平
成
1
6
年
8
月
1
1
日
）

セ
ン
タ
ー
改
修
内
容

【本
館
】

・屋
根
塗
装
、
外
壁
塗
装

・内
装
（壁
面
、
天
井

ベ
ニ
ヤ
部
）塗
装

・床
面

タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
張
替
え

・ト
イ
レ
改
修

腰
壁
等
の
塗
装

洋
式
に
変
更
、
手
洗
い
移
設
、
カ
ギ
付
き
引
き
戸
に
変
更

・エ
ア
コ
ン
改
修
、
掲
示
板
設
置
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
看
板

【会
議
室
棟
】

・壁
面

ベ
ニ
ヤ
部
塗
装

・プ
レ
ハ
ブ
柱

補
強
工
事

セ
ン
タ
ー
改
修
図
面

大
和
商
工
会
館
隣
プ
レ
ハ
ブ
現
況
図

大
和
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ハ
ブ
改
修
案

塗
装
協
会
に
よ
る
内
外
装
塗
装
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
平
成
1
6
年
8
月
2
日
～
6
日
）
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セ
ン
タ
ー
の
整
備
作
業

延
べ
3
1
名
が
参
加

（
平
成
1
6
年
8
月
2
9
日
、
3
0
日
）

広
報
や
ま
と
（平
成
1
6
年
1
2
月
1
日
号
）

大
和
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

1
0
年
の
歩
み

拠
点
や
ま
と
会
長

関
根
孝
子

２
０
１
４
．
１
１
．
２
２

運
営
の
変
遷

☆
2
0
0
4
年

1
1
月
～

2
0
0
8
年

3
月

協
働
事
業

運
営
主
体
：協

働
の
拠
点
運
営
委
員
会

☆
2
0
0
8
年

4
月
～

2
0
0
9
年

3
月

補
助
金
事
業

交
付
団
体
：
拠
点
や
ま
と

☆
2
0
0
9
年

4
月
～
現
在

協
働
事
業

運
営
主
体
：拠

点
や
ま
と
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協
働
の
拠
点
運
営
委
員
会
時
代

（
3
年
5
か
月
）

広
報
部
会

広
報
紙
「
あ
の
手
こ
の
手
」
発
刊

2
0
0
5
年

3
月
～

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

2
0
0
5
年

1
0
月

ニ
ュ
ス
レ
タ
ー
配
信

2
0
0
6
年

1
月
～

Ｆ
Ｍ
や
ま
と
「や

ま
っ
と
こ
☆
み
つ
け
た
」
出
演

2
0
0
7
年

1
2
月
～

交
流
部
会

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ

１
８
回

お
し
ゃ
べ
り
・
ラ
ウ
ン
ジ
「パ

ル
ス
」
８
回

フ
ォ
ー
ラ
ム

１
回

研
修
部
会

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
中
心
に

『共
育
セ
ミ
ナ
―
』
１
９
回

相
談
部
会

市
民
活
動
相
談
、
協
働
事
業
・
市
民
活
動
推
進
補
助
金
の
相
談

運
営
委
員
会
方
式
か
ら

市
民
活
動
団
体
の
運
営
に

セ
ン
タ
ー
事
業
構
成

（１
）市

民
活
動
に
関
す
る
交
流

と
共
育
の
推
進

（２
）市

民
活
動
に
関
す
る
情
報

の
収
集
及
び
提
供

（３
）社

会
資
源
の
創
出
及
び
発
信

（４
）市

民
活
動
及
び
協
働
事
業

に
関
す
る
相
談
や
研
修

協
働
事
業
の
見
直
し
、
補
助
金
事
業
⇒
協
働
事
業
と
し
て
再
出
発

2
0
0
8
年

4
月

［
拠
点
や
ま
と
］
設
立

運
営
委
員
有
志

＋
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
有
志

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は

「
出
会
い
の
場
」
「
つ
な
が
り
の
場
」

来
館
者
数

９
６
，
９
１
０
人

登
録
団
体
数

２
６
０
団
体

情
報
の
発
信

市
民
活
動
の
“
今
”
を
伝
え
る

広
報
紙
「
あ
の
手
こ
の
手
」
第
８
８
号
発
行

「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
V
o
l.１
１
８
配
信

H
.P
.情

報
は
い
つ
も
新
鮮

Fa
c
eb
oo
k
も
始
め
ま
し
た

「や
ま
と
っ
こ
☆
み
つ
け
た
」

２
２
５

団
体
が
出
演

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た

［
FM
や
ま
と
］
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ひ
ろ
が
り

１
０
１
８
名
が
活
動
し
ま
し
た

１
０
年
間
で

楽
し
い
こ
と
が
あ
る
の
な
ら

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
も
う

あ
の
手
こ
の
手
で
考
え
て

あ
の
手
こ
の
手
で
楽
し
も
う

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
な
ら

み
ん
な
で
一
緒
に
解
決
し
よ
う

あ
の
手
こ
の
手
で
考
え
て

あ
の
手
こ
の
手
で
解
決
し
よ
う

あ
の
手
こ
の
手
の
作
戦
会
議

あ
の
手
こ
の
手
で
問
題
解
決

あ
の
手
こ
の
手
の
マ
ー
ク
の
間
の
Ｓ
は

so
lu

ti
o
n
（
解
決
）
の
Ｓ
で
す

キ
ー
ワ
ー
ド
は

共
育

共
育
セ
ミ
ナ
ー

６
４
回
実
施

協
働
事
業
・補

助
金
の
相
談

市
民
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

パ
ソ
コ
ン
相
談
、
IT
支
援
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エレベータートーク実習 ～初めて会った人に活動内容を１分以内で話せるように～ 

１）団体名                     の 名前             です 

２）私たちの団体は                          を目的に活動しています 

３）その実現のために                      といった事業を展開しています 

４）私たちの事業の特徴は                                です 

５）でも、                                課題を抱えています 

 

エレベータートーク実習 ～初めて会った人に１分で自己紹介できるように～ 

１）元協働の拠点運営委員 の （名前）             です 

２）(目的)                      をしたいと思い、運営委員に応募しました 

３）(在任中にできたこと)                      といったことを行いました 

４）(やり残したこと)                                  です 

 

エレベータートーク実習 ～初めて会った人に１分で自己紹介できるように～ 

１）協働推進会議委員 の （名前）             です 

２）(協働事業者へのメッセージ)                                     

３）(大和市の協働事業の課題)                                      

 

エレベータートーク実習 ～初めて会った人に１分で自己紹介できるように～ 

１）補助金アドバイザー の （名前）             です 

２）(補助金交付団体へのメッセージ)                                     

３）(大和市の補助金制度の課題)                                      

 

エレベータートーク実習 ～初めて会った人に１分で自己紹介できるように～ 

１）元スタッフ の （名前）             です 

２）(目的)                       をしたいと思い、スタッフになりました 

３）(在職中に担当したこと)                     といったことを行いました 

４）(やり残したこと)                                  です 
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